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－１－ －４－ 

 

９
月
２３
日
（
金
）
久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー
・
交
流
ホ

ー
ル
に
て
、
内
外
海
小
学
校
５
年
生
と
内
外
海
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
（
ま
ち
協
）・
区
長
会
の
み
な
さ
ん
が
「
う

ち
と
み
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
討
論
会
を
行
い
ま
し

た
。 

最
初
に
ま
ち
協
か
ら
次
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 


 

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
は 


 

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
目
的 


 

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
必
要
な
わ
け 


 

「
学
校
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て 


 

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動
報
告 

 

続
い
て
内
外
海
小
学
校
か
ら
次
の
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り
ま

し
た
。 

☆
小
学
生
が
感
じ
て
い
る
「
う
ち
と
み
」 

 
 

内
外
海
が
大
好
き
！ 

 
 

海
と
山
に
囲
ま
れ
自
然
が
い
っ
ぱ
い 

 
 

地
域
の
ひ
と
が
や
さ
し
い 

 
 

お
い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い 

☆
「
わ
た
く
し
た
ち
が
考
え
る
内
外
海
ま
ち
づ
く
り
」 

 

海
と
山
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
・
・
海
の
日
・

山
の
日
に
イ
ベ
ン
ト 

 

内
外
海
活
性
化
・
・
・
・
も
っ
と
Ｐ
Ｒ 

沖
の
石 

そ

と
も 

エ
ン
ゼ
ル
ラ
イ
ン
等 

 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
・
・
・
・
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り 

Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
づ
く
り
（
小
浜
市
の
中
で
も
内
外
海
地
区

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
が
少
な
い
。
救
急
車
が
く
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
） 

 

こ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、
ま
ち
協
か
ら
内
外
海
小
学

校
児
童
の
提
案
を
受
け
止
め
具
体
化
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
白
熱
し
た
討
論
会
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

募
集 

  

今
年
度
も
「
象
の
駅
」
実
行
委
員
会

で
は
旧
阿
納
尻
小
学
校
で
「
象
の
駅
」

を
開
催
予
定
で
す
。 

 

当
日
、
会
場
内
で
手
作
り
品(

手
芸
作

品
、
工
芸
作
品
な
ど)

や
自
家
製
の
品

(

自
慢
の
野
菜
や
そ
の
加
工
品
、
海
産
物

加
工
品
、
手
作
り
お
菓
子
な
ど)

を
販
売

し
た
い
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

 

販
売
希
望
の
方
は
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

℡
５
３
―
２
７
２
４   

 

【 

１１
月
の
休
館
日 

】 

 

３
日(

木
・
文
化
の
日) 

 

７
日(

月) 

 

１４
日(

月) 

 

２０
日(

日
・
家
庭
の
日) 

 

２１
日(

月) 

 

２３
日(

水
・
勤
労
感
謝
の
日) 

 

２８
日(

月) 

 
 

若
狭
の
散
歩
道 

 

は
じ
め
て
象
が
来
た
町
２ 

 

日
本
人
が
は
じ
め
て
象
を
目
に
し
た

の
は
一
四
〇
八
年(

応
永
一
五
年)

、
南

蛮
船
が
小
浜
の
港
へ
象
を
陸
揚
げ
し
て

時
の
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
終
り
ま
で
に

五
回
、
日
本
へ
象
が
来
て
い
ま
す
。（
亀

井
節
夫
「
日
本
に
象
が
い
た
こ
ろ
」）。 

 

第
二
回
目 

一
五
七
四
年(

天
正
二

年)

。
小
浜
へ
来
て
か
ら
一
六
六
年
後
、

明
国
船
が
博
多
へ
象
を
陸
揚
げ
し
て
い

ま
す
。 

 

第
三
回
目 

一
五
七
五
年(

天
正
三

年)

。
前
年
に
つ
づ
い
て
明
国
船
が
豊
後

国
臼
杵
の
浦
へ
。 

 

第
四
回
目 

一
六
〇
二
年(

慶
長
七

年)

。
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
徳
川
家
康
へ
献

上
の
た
め
。 

 

第
五
回
目 

一
七
二
八
年(

享
保
一

三
年)

。
清
国
船
が
長
崎
へ
、
徳
川
吉
宗

へ
献
上
の
た
め
。 

 

と
こ
ろ
で
、
小
浜
へ
上
陸
し
、
京
都

へ
運
ば
れ
て
い
っ
た
象
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
実
は
、
一
四
一
一
年(

応
永
一
八
年)

二
月
、
将
軍
義
持
か
ら
朝
鮮
国
王
太
宗

へ
、
大
蔵
経
一
揃
を
貰
っ
た
お
礼
に
献

上
さ
れ
た
の
で
す
。
朝
鮮
の
李
朝
で
も

こ
れ
が
は
じ
め
て
の
象
だ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す(

「
李
朝
実
録
」)

。 

  
 
 

資
料
提
供
者 

 
井
上
耕
養
庵 

内
外
海
ロ
ー
ド
を
ピ
カ
ピ
カ
に 

 

 

９
月
２５
日(

日)

内
外
海
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
・
安
全
環
境
部
会
と
健
康
福
祉
部

会
の
企
画
で
、
地
区
の
美
化
と
健
康
増
進

を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
に
、「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

今
回
は
、
若
い
世
代
の
方
々
に
も
地
区

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
趣
旨
か
ら
、
広
く
声
賭
け
を
し
た
と

こ
ろ
３６
名
の
方
に
参
加
頂
き
、
泊
区
か

ら
久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
は

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
気
合
十
分
で
、
役
員

が
指
示
す
る
ま
で
も
な
く
動
い
て
下
さ

り
「
そ
こ
ま
で
は
い
い
で
す
よ
」
と
制
止

す
る
く
ら
い
に
暑
い
中
頑
張
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

（
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
何
と
・
・
・ 

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
！
）
→ 

帰
宅
時
に
は
皆
さ
ん
の
清
々
し
い
表

情
が
大
き
な
達
成
感
を
物
語
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
ま
た
、
や
っ

て
よ
」
と
い
う
心
強
い
ご
意
見
も
お
聞
き

し
ま
し
た
。
次
回
開
催
の
際
に
は
、
よ
り

多
く
の
地
区
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

内
外
海
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

副
会
長 

吉
武
み
ど
り まちづくり討論会 ～小学校児童編～ 

子ども達の熱心な姿 

  

   

  

〈
図
書
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
〉 

  

岡
見 

曻 

様(

甲
ヶ
崎
区) 

 
 

大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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小
浜
市
民
体
育
祭 

 

１０
月
１６
日(

日)

、
小
浜
市
総
合
運
動
場

に
お
い
て
市
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

内
外
海
地
区
か
ら
は
、
２
日
の
地
区
民

体
育
祭
の
結
果
を
踏
ま
え
、
選
り
す
ぐ
り

の
精
鋭
た
ち
が
参
加
。
地
区
か
ら
大
勢
の

応
援
団
が
駆
け
つ
け
、
声
援
を
送
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
結
果
、
見
事
、
総
合
・
綱
引
き
共

に
準
優
勝
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

内
外
海
地
区
民
体
育
祭 

 

１０
月
２
日(

日)

前
日
ま
で
の
雨
の
心
配
を
よ

そ
に
、
雲
一
つ
無
く
晴
れ
渡
り
夏
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
陽
気
の
下
、
第
３４
回
内
外
海
地
区
民
体
育

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ビ
ッ
コ
達
の
オ
ー
プ
ン

競
技
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
区

民
が
一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
総
合
・
綱
引
き
共
に
一
位
は
赤

ブ
ロ
ッ
ク
、
二
位
は
黄
ブ
ロ
ッ
ク
。
ま
た
総
合 

三
位
は
緑
ブ
ロ
ッ
ク
、
綱
引
き
三
位
は
白 

ブ
ロ
ッ
ク
で
し
た
。 

「
市
老
連
体
育
祭
」
で
快
挙 

 

１０
月
１６
日(

日)

若
狭
高
校
体
育
館
で
第
４４

回
小
浜
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
体
育
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

内
外
海
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

は
、
競
技
に
お
昼
の
時
間
の
余
興
に
と
、
一
致
団

結
。
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

「
内
外
海
保
育
園
運
動
会
」 

 

今
年
の
園
児
は
総
勢
４４
名
、
年
長
さ
ん
か
ら

未
満
児
ま
で
大
所
帯
、
に
ぎ
や
か
な
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。 

 

１０
月
１
日(

土)

心
配
し
て
い
た
雨
も
止
み
、
内

外
海
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
運
動
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

「
内
外
海
小
学
校
体
育
大
会
」 

 
 
 

全
員
が
力
を
出
し
切
り 

競
い
合
っ
て
優
勝
め
ざ
そ
う
！ 

 

９
月
１０
日(

土)

内
外
海
小
学
校
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
チ
ャ
レ
ン
ジ
木
登
り
で
元
気
に
木
登
り
を
し

た
後
、
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
競
い
ま
し
た
。 

 

親
子
で
の
競
技
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
競
技
、
ま
た
福
井

国
体
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ぴ
り
ゅ

う
」
の
参
加
も
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
く
行
わ
れ

今
年
は
白
組
が
勝
利
し
ま
し
た
。 

～スポーツの秋～ 

可
愛
ら
し
い
選
手
宣
誓 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 


